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取得学位

日本地理学会、日本第四紀学会、日本地形学連合、東京地学協会、地理科学学会、東北
地理学会

沖積平野・海岸平野の地形発達史、第四紀末期の環境変動史、地球規模の環境変化と海
岸環境、平野・海岸域の自然災害

所属学会

日本地理学会代議員、日本第四紀学会評議員、日本学術会議連携会員、国土交通省土地
履歴調査企画委員会委員長、国土地理院治水地形判定委員会地区委員長，愛知県埋蔵文
化財調査センター専門委員、岐阜県図書館特別顧問、豊田市史自然部会副部会長など

東京大学大学院理学系研究科単位取得満期退学

理学博士（東京大学　博理1237）

自然地理学、地形学、第四紀学、自然災害研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】 東京大学空間情報科学研究センター客員教授

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・地域環境特論 I, II
・自然地理学演習 III・IV

学部担当科目

・自然地理学 I
・地形学
・環境地理学 II
・災害地理学
・地理学特殊講義（二）
・地理学講読・調査法（一）
・地理学卒業演習（一）

専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

博物館委員会委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・自然地理学



　

　

　

単著

単著

共著

単著

　

単著

単著

①自然災害と土地条件との関わり
を社会と共に考え普及するために

②防災にとっての地形用語の意
義と課題

②

（その他）

②

①自然災害と土地条件との関わり
を社会とともに考え普及するため
に

① 　

③旧河道と「おっぽり」―災害
に弱い旧河道とおっぽりの話ー

（学会発表）

②わが国における地形分類図の
普及と展開

①

③

③

　自然災害と土地条件との関わり
を社会と共に考え普及するための
現状と問題点について述べた

　わが国における地形分類図の歴
史的展開とその背景について述べ
た．

　旧河道とおっぽりの形成及び災
害に関わる特性について述べた

③

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

　

　

2018年3月

2017年10月

2017年10月

　自然災害と土地条件との関わり
を社会と共に考え普及するための
現状と問題点について述べた

　防災に関わる地形用語の意義と
課題について述べた

　　

　

　

学術の動向

地理

　

　

地理

日本学術会議シンポ
ジウム

日本地理学会春季学
術大会

2018年3月

2017年9月

④名古屋の地形 2017年11月 地理情報
　名古屋及び濃尾平野の地形形成
と地形の特質について述べた．

⑤ 　


